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『ワークＬＩＦＥおおいた』は、大分市ホームページ

からもダウンロード（カラー版）できますので、ご利用

ください。今後も、雇用・労働に関する様々な情報をお

届けします。ぜひ本紙をご活用ください！ 
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 大分市ホームページからもご覧いただけます 
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最低賃金が改定されました

最低賃金制度って何？ 
→働くすべての人に、賃金の最低額（最低賃金額）を保証する制度です。 
    年齢や正社員・契約社員・パート・学生アルバイトなどの働き方の違いにかかわらず、

すべての労働者に適用されます。 
※最低賃金の対象となる賃金は、毎月支払われる基本的な賃金です。実際に支払われる賃金から
一部の賃金(割増賃金、精皆勤手当、通勤手当、家族手当など)を除いたものが対象となります。

大分労働局 労働基準部賃金室 ＴＥＬ：０９７-５３６-３２１５
大分労働基準監督署 ＴＥＬ：０９７-５３５-１５１２
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特定最低賃金は、特定地域内の特定の産業または職業について、
関係労使が地域別最低賃金より金額水準の高い最低賃金を定める
ことが必要と認めるものについて設定されています。 
大分県の特定最低賃金は以下のとおり改定されています。 

＜時間額＞  ７６２円 
（平成３０年１０月1日から） 

大分県 
最低賃金 

特定最低賃金 

最低賃金制度 検 索

２５円

UP!! 

鉄鋼業 915円（時間額） 

非鉄金属製造業 886円（時間額） 

電子部品・デバイス・電子回路、 

電気機械器具、情報通信機械器具製造業 
807円（時間額） 

自動車・同附属品製造業、 

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 
853円（時間額） 

各種商品小売業 ※最低賃金を適用 762円（時間額） 

自動車（新車）小売業 821円（時間額） 

（平成３０年１２月２５日から） 

詳細は、最低賃金に関する特設サイトをご覧ください。

最低賃金制度は、雇う上でも、働く上でも、最低限のルールです。 
使用者も、労働者も、必ず確認しましょう！

「第４１回大分市技能者表彰」受賞者の皆さん



優れた技能者を表彰しました～第４１回大分市技能者表彰～

・６０歳以上の者であること
・優れた技能を有する者であって、同一の職業に３０年以上従事していること 
・技能を通じて後進の指導育成を行い、市の産業発展に寄与した者又は貴重な技能により伝統文化の継承
若しくは発展に寄与した者であること

大分市商工労政課 雇用労政担当班 ＴＥＬ：０９７-５３７-５９６４

大分市では、高い技能を習得し様々な分野で活躍する技能者の功績を称えるとともに、技能尊重の気風を
高めるために、市内居住の優れた技能者を表彰する「大分市技能者表彰」を「人材開発促進月間」の１１月
に行っています。 

第４１回となる今年度は、「功労の匠」５名、「技能の匠」４名、「期待の匠」３名の、計１２名の方々が
受賞されました。受賞された皆さんは、高度な技術と卓越した技能を持ち、それぞれの業種・分野で大分市
の産業の発展に寄与されています。 

表彰式では、佐藤大分市長、髙野大分市議会副議長、幾留大分市工業連合会長から、各分野の指導者とし
ての活躍と業界の発展の願いを込めたお祝いの言葉があり、受賞者を代表して隈部勝明氏が「今後も技能・
技術の向上と後進の育成に努め、産業の振興と発展に貢献してまいりたい」と謝辞を述べられました。 
受賞者の皆さん、誠におめでとうございます。

・４０歳以上の者であること
・優れた技能を有する者であって、同一の職業に１５年以上従事していること 
・各種技能大会等で優秀な成績を収めた者又は技能が卓越していると認められる者であること

・４０歳未満の者であること
・各種技能大会等で優秀な成績を収め、技能習得の意識が高く、将来を特に嘱望される者であること 

★優れた技能者をご推薦ください★ 
 大分市技能者表彰は、毎年８月 ９月に候補者の推薦を募集し、厳正な選考を行った上で１１月
に表彰しています。他の技能者の模範と認められる人で、それぞれの表彰基準を満たす方がいらっ
しゃいましたら推薦していただきますようお願いします。 

功労の匠 

技能の匠 

期待の匠 

【表装（表具）】
隈部 勝明 氏 
(クマベ表具内装) 

【着付け】
東本 夏子 氏 

(美容室 B・F・C 姫株式会社)

【配管】
安部 清茂 氏 

(有限会社 富士設備工業) 

【建築板金】
立川 勝政 氏 
(有限会社 立川板金) 

【舞台機構調整（舞台音響）】
赤嶺 洋一 氏 

(有限会社 舞台裏制作所)

【バーテンダー】
安達 修治 氏 

(有限会社 ティファニー) 

【造園】
筒井 邦生 氏 

(有限会社 筒井造園土木) 

【半導体製品製造】
岡崎 裕一 氏 

(株式会社 ジャパンセミコンダクター 
大分事業所) 

【調理（中国料理）】
瀬口 正和 氏 
(レストラン紅蘭) 

【塗装】
棚原 伸介 氏 
(藤原塗装 株式会社) 

【広告美術仕上げ】
佐藤 勘司 氏 
(有限会社 サトー広告) 

【造園】
藤内 志紀 氏 
(株式会社 池部造園) 


